
 

 

 

 

 

 

全国から参加可能！ 全 2 回のオンライン声優ワークショップ 
 

 

新人声優さんの悩みの種である【ボイスサンプル原稿の作り方】についてのワークショップをご紹介致

します。講師は、ドラマCD制作において原作・脚本・演出・プロデュースを務めるスタッフが担当致しま

す。実際にキャスティングを担当する者が「ボイスサンプルのどこを聴いて合否の判断をしているのか」

について、経験談を交えて丁寧にレクチャーいたします。そして、最良のサンプル原稿の作成を最後ま

でサポート致します。 

仕事を勝ち取ることが出来るサンプル作りには、押さえておくべきいくつかの要点があります。そし

て、それら要素を十分におさえた音源のみが制作陣を納得させることが出来るのです。これは、その音

源が、プロの現場で必要な声優技術をしっかりとアピールしているからです。全2回のレッスンにて、

声優スキルの証明が達成されている、プロの現場で通用するサンプル原稿を完成させましょう。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レッスン】  1回３時間のレッスンを全２回にわたって行います。 
                   ※原稿の推敲のために追加の補講（無料）を実施することがあります。 

 

 

【開  催】   水曜夜クラス（20時〜23時） 2026年6月10日、17日 

金曜朝クラス（9時〜12時）  2026年6月12日、19日 

土曜朝クラス（9時〜12時） 2026年6月13日、20日 

 

 

【場  所】  ZOOMにてオンランレッスンとなります。 

 

【人  数】  1クラス5名の少人数制。 

 

【レッスン料】 ￥6,600 税込（全2回レッスン、原稿の添削、原稿アイデアの提供を含む。） 

 

 

【申し込み】    氏名・メールアドレス・希望クラスを下記アドレスへお送りください。

audiokinema@audiokinema.com  

後日、弊社よりWS詳細を明記した案内状をお送り致します。 

 

 



 

 

 

【レッスン詳細】 

 
■第１回目のレッスンでは、ボイスサンプルを制作する際の注意点を、原稿、準備、録音の三方向からご説明い

たします。そして、原稿作成について知っておくべき要点を、下記のように４つに分けて講義いたします。 

 

◇原稿の種類・・・・・・・役者の声質や得意なキャラクターに合わせた原稿づくり。 

◇原稿の世界観・・・・・・描かれている世界の状況や雰囲気に厚みを出す設定づくり。 

◇臨場感の有無・・・・・・聞き手を一瞬でその世界へ引き込むためのセリフ作りと演技。 

◇キャラクターの深さ・・・キャラクターの可能性を引き出すための役作り、演技。 

 
ボイスサンプルの弱点をご存知でしょうか？ それは、一人芝居であることです。「果たして、ベテラン声優

との共演が可能なのか・・・」ここの信用が無いのです。上記の講義内容を理解し活用することは、ボイスサ

ンプルの質を上げるばかりでなく、この共演スキルの証明にも繋がることとなります。エキストラを狙う音源で

はなく、物語に絡むキャラクターを勝ち取れる音源を目指しましょう。そして、粘り強く、自分が読むに相応しい

原稿を完成させていきましょう。 

 

初回レッスン後は、次回レッスンまでの7日間で、サンプル原稿の作成に取り掛かって頂きます。すでに用意の原

稿がある方は、それを前回のレッスン内容に沿って推敲されるのも良いでしょう。また、新たに一から自分の個性

に合った原稿を作るのも良いでしょう。講師は、各自のその作業を全面的にサポートいたしますので、些細なこと

でもお気軽にご相談ください。一週間の間、数回のやり取りを繰り返し、みっちりと原稿と向き合いましょう。

（時代劇ゼリフに興味のある方へは、原稿案のご提案もいたします。）	
 

 

■第2回目のレッスンでは、それぞれの原稿を発表し、皆で最後の検討を重ねましょう。同じ目線の参加者同士

で、真剣な意見交換をすることはとても重要です。また、この過程で得たものは、すぐに原稿修正に反映させて

みましょう。他者の原稿のレベルアップを手伝うことも、上達には良い影響を与えてくれます。これは、今後の

ご自身の作業において、大きな助けになると思います。講師からは、演出プランのアドバイスから、原稿の読み

方、セリフの節回しの付け方まで、具体的に提案させて頂きます。目指すは、ベテラン声優との共演に不信感を

抱かれないスキルの証明です！ 特に力を入れたいのは、新人声優たちが見落としがちな節回しの表現です。こ

の表現次第で、キャラクターの感情や印象がガラリと変わることを知って頂きたいと思います。ベテラン声優に

とっては当たり前のこのスキルを、ぜひ、この度のサンプル音源に取り込んでいきましょう。	
 

 

 

                               【最後に担当講師より】 

 
オーディオキネマ山中勇人と申します。短い期間のお付き合いですが、何卒よろしくお願いいたします。 

これまで、ボイスドラマの制作過程において沢山のボイスサンプルを聴いてきました。そんな〈聴く時間〉を

過ごして思うことは、サンプルには、はっきりと〈良いサンプル〉と〈悪いサンプル〉があるということです。そ

して、その判断は、音源を聴き始めて、ものの数秒でついてしまうのです。そのくらい、要点を押さえていない音

源は、制作側に信用されないものなのです。若手声優らしい声質ばかりを際立たせたサンプル音源では、仕事へ繋

がることは無いのが現実だと思います。新人声優のボイスサンプルに求められるのは、ベテラン声優と共演して

も間違いが起こらない説得力なのです。実は、これが、プロの現場が求める最低限の質ともなっているのです。ま

ずは、その基礎となる条件を理解して頂きます。そして、自らのスキルや感性を証明できるサンプル原稿作成に挑

戦していきましょう。よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【担当講師】 山中勇人（オーディオキネマ代表） 

 

 1979年生まれ。大阪出身。企画・脚本・演出を担当。 

 日本映画学校を卒業後、数年を映画制作の現場にて助監督として過ごす。その後、様々な職を経

て、時代劇専門のオーディオドラマを企画制作するオーディオキネマ（audio kinema）を立ち上げ

る。60年代から70年代の映画を彷彿とさせる時代劇エンターテイメントを追究して作品開発を行って

いる。第一弾作品『研ぎ師伊之助深川噺』では、大御所・ベテラン声優陣のキャスティングを行い、

本格的な時代劇ドラマを制作している。 

 


